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20ミ ジンコとゾウリムシ

■,1‖ l ll‖ |1/サ l,吊 |'||||ウ (|l ll′〕/ 1

(1田 )′ 、 |ヽ ',1 1.||`｀ 1.ヽ |'|・
′
1/だ

||| , | ,| .41 ,/_
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の人気のな い教室 に 1人 の学生か残 っ

ていたて,「ち .|っ と本「1談が一一 I! という
`,

||「 | `¬ |'|‐'|「 か |).I ).1′ ヽツ|イ)ヽ )

,11ヽ (  |∵ `ウ
li'(′
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|マ
｀
|に 出てみるとなか/,か |)|)1.ろ いぃ

ついては大学院に)“ 学 1… | )と 思 うのた

が……との話だった。

「どんなバンドなの ?」 と訊くと、'D'と

いうバンドばかりをコビーしてきたとい

つ。

思わず「渋いねえ」と声をあげ、「×

×や(DOは聴かないの ?」 と周辺バンド

を出すと、もちろん、聴いたけど、やっ

ばり'D'だ ったのだという。「よし、やろ

う |」 と思うと、彼が中心になって友達

に頭をさげてメンバーを1前えるのだった。

阿部公彦

バンドをやる学生は最初は洋楽から入

る(,そ こには語学的興味や洋物一般への

1中れもからむ。んじゃあ、まあ、英文に

でも行くか、となるようだ。考えてみる

と、英文カルチャーの土台にはいつも音

楽がある。60年代、70年代の人気も根強い。

「ルー・リー ド、いいですねえ」などと

ilう 人、フレディばりの高音をYouTube

にアップするヴォーカリス ト、キース・

リチャーズのほくろの数まで知ってるス

トーンズファンなど、ある種の方向性を

感じる。

とはいえ、私がよく一緒にカラオケに

行った英文圏編集者たちが好きなのはな

ぜか演歌やムー ド歌謡や研ナオコ。そん

なデカダンな雰囲気の中、某氏などは私

をライバル視し「僕は阿部さんよりはず

っと歌がうまい」と言ったものだ。一方、

私も心の中では「この人にはさすがに負

けない」と思っていた。ミジンコとゾウ

リムシの争いなのだった。  (英文学者)
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